
     

 

 
 

話  題 

 
登校時のゴミ拾い活動 

 

話題の内容 

■概 要   

  本校５年生は、自主的に登校時にゴミ拾いをしている。 

その姿は、全校児童にも広まり、ゴミ拾いをしながら登校する児童が増えた。

また、休日にもゴミ拾いをして、学校にもってくる児童もいる。 

  児童が登校時にゴミ拾いをしていることは、地域の会合でも紹介されたり、

地域の方から学校に称賛の電話を頂いたりしたこともある。 

  各児童は、ゴミ拾いをすることによって勤労・奉仕について実体験を重ねる

とともに、地域への愛着を着実に深めている。 

ごみ拾いをしようとした児童から「今日はゴミが全然なかった。」 

と言われることもあり、地域の環境美化に本校児童が大きく貢献している。 

 

【活動の背景】 

昨年度、現在の５年生が４年時に総合的な学習の時間に環境について 

学習した。その際、地球環境が悪化していることを学び、 

環境の保全に関して身近なことで自分たちにできる以下のような 

取組を行った。 

〇 壁新聞やポスターを作成しての啓発活動 

〇 各グループで環境について調べた内容の発表会 

〇 校区の公園のゴミ拾い 
 
■日 時 

 平日７：５０ ～ ８：２０（登校時） 

 ※取材は７月１４日（金）までとさせていただきます。 
 
■場 所 

 北九州市立大原小学校 通学路 
 
■参加者 

 ５年生を中心とした児童    

学校の概要 
■ 児童生徒数  ２６２名 

■ 学 級 数   １５学級 

問い合せ先 

■ 学 校 名  北九州市立大原小学校 

■ 所 在 地  北九州市八幡西区町上津役東一丁目１２番１号 

■ 校  長  山口 正徳  （教頭）平元 保範 

■ 電話番号   ０９３－６１１－０８５６ 

備  考  

※ 取材場所等の説明のため、事前に学校にご連絡ください。 

 

令和５年６月 23 日 

学校の話題提供（教育委員会） 


